
日本社会関連会計学会 

第３９回全国大会プログラム 

 

統一論題 

「サステナビリティ開示は有効か」 

 

２０２６年１０月３０日（金）・３１日（土）・１１月１日（日） 

 

就実大学 

 

 

第１日目 １０月３０日（金） 

理事会 15:00-17:00 

 

第２日目 １０月３１日（土） 

スタディ・グループ報告 10:30-11:55 

会員総会 12:30-13:20 

会長講演 13:30-14:20 

統一論題報告・討論 14:30-16:30 

特別講演 16:40-17:20 

懇親会 18:00-20:00 

 

第３日目 １１月 １日（日） 

自由論題報告  9:00-12:35 

閉会挨拶 12:45-12:55 
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ごあいさつ 

 

 会員の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 日本社会関連会計学会第３９回全国大会は、１０月３０日（金）・３１日（土）・１１月

１日（日）の日程で、就実大学において開催させていただくことになりました。本学会の

就実大学での開催は初めてであり、このような機会を頂戴しましたこと、大変光栄に存じ

ます。 

 第３９回全国大会の統一論題のテーマは、「サステナビリティ開示は有効か」です。座長

の天王寺谷達将先生（岡山大学）による解題を皮切りとして、阪智香先生（関西学院大

学）、木村麻子先生（慶應義塾大学）、東田明先生（名城大学）にご報告いただく予定とな

っております。 

 また、今大会では、会長講演と特別講演を設けることといしたしました。会長講演で

は、國部克彦先生（神戸大学）に「サステナビリティ開示基準とマテリアリティ」をテー

マにご講演いただく予定です。さらに、特別講演では、Marcus Wouters 氏（カールスル

ーエ工科大学）をお招きして、“Environmental Management Accounting – Perspectives 

and Research Ideas”のテーマでご講演いただく予定です。 

 自由論題報告（日本語）では、１０組の先生方にご報告いただきます。また、今大会で

は英語セッションを設けることとなり、１組のご報告を予定しております。多くの先生方

からご応募いただきましたこと、深く感謝申し上げます。 

 このように今大会では、随所に新たな試みを取り入れております。また、ささやかでは

ございますが懇親会も開催いたしますので、この機会に交流を深めていただければ幸いに

存じます。 

 最後になりましたが、司会をお引き受けいただいた先生方をはじめ、今大会にご協力を

いただきました全ての方々に厚く御礼を申し上げます。 

 多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

 

 

２０２６年９月吉日 

日本社会関連会計学会第３９回全国大会準備委員会 

委員長  鈴木 新 （就実大学） 

委員   篠原阿紀（桜美林大学） 

委員 天王寺谷達将 （岡山大学） 

委員   増子和起 （就実大学） 
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大会プログラム 

１日目 １０月３０日（金）                         (会場) 

理事会       １５：００～１７：００                   (B305・オンライン) 

２日目 １０月３１日（土） 

スタディ・グループ報告                           (S102) 

司会：大西 靖氏（関西大学）                       

第一報告     １０：３０～１１：１０ 

黒木 淳氏（神戸大学）・廣瀬喜貴氏（同志社大学）・若林利明氏（早稲田大学） 

「地方公共団体のウェルビーイングとサステナビリティに関する研究」 

第二報告     １１：１５～１１：５５ 

   村井秀樹氏（日本大学）・平岡秀福氏（創価大学） 

  「カーボンプライシングのための会計と経営に関する多面的研究」 

昼休憩       １１：５５～１２：３０ 

（下記「■昼食に関して」をご覧ください。） 

会員総会      １２：３０～１３：２０                 (S102) 

会長講演      １３：３０～１４：２０                 (S102) 

    國部克彦氏（神戸大学） 

「サステナビリティ開示基準とマテリアリティ」 

統一論題      １４：３０～１６：３０                    (S102) 

「サステナビリティ開示は有効か」 

座 長：天王寺谷達将氏（岡山大学） 

第 1 報告：阪 智香氏（関西学院大学） 

「サステナビリティ開示基準・保証の概要と動向」 

第 2 報告：木村麻子氏（慶應義塾大学） 

「サステナビリティ開示は企業経営に何をもたらすのか」 

第 3 報告：東田 明氏（名城大学） 

「システム思考から見るサステナビリティ情報の利用と開示」 

（報告各 30 分、解題・討論 30 分） 

特別講演      １６：４０～１７：２０                (S102) 

司会：黒木 淳氏（神戸大学） 

Marcus Wouters 氏（カールスルーエ工科大学） 

“Environmental Management Accounting – Perspectives and Research Ideas” 

懇親会       １８：００～２０：００ 
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３日目 １１月１日（日） 

自由論題報告（報告 20 分、質疑 10 分） 

第一部 

第一会場 司会：大坪史治氏（獨協大学）                                (S101)  

① ９：００～  ９：３０ 

吉田浩平氏（東京大学） 

「人－樹木関係からアカウンタビリティを再考する」 

② ９：３５～１０：０５ 

内田直仁氏（宮城大学）・西井咲良氏（山形県産業技術短期大学校庄内校）・ 

久米宏紀氏（宮城大学） 

「CSR ウォッシュ防止のアカウンタビリティ」 

第二会場 司会：岡 照二氏（関西大学）                  （S102） 

① ９：００～  ９：３０ 

棚橋慶太氏（広島経済大学） 

「サステナビリティ経営における組織文化とマネジメント・コントロール－ESG 成

果を高める適合関係の検討－」 

② ９：３５～１０：０５ 

岡田華奈氏（大阪経済大学） 

「価値の緊張を再構成する会計：実践的推論と実践の変容」 

第二部 

第一会場 司会：村井秀樹氏（日本大学）                 (S101) 

①１０：１５～１０：４５ 

中澤優介氏（愛知学院大学） 

「バルテシアン会計研究の可能性：アカウンタビリティの観点からの考察」 

②１０：５０～１１：２０ 

増子和起氏（就実大学） 

「アカウンタビリティの限界はなぜ生じるのか―負担から応答へ―」 

第二会場 司会：坂上 学氏（法政大学）                 (S102) 

①１０：１５～１０：４５ 

後藤 耀氏（静岡県立大学） 

「地方公共団体の財務情報と Well-being 指標に関する実証研究－教育費と教育機会

Well-being に着目して－」 
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第三部 

第一会場 司会：東健太郎氏（立命館大学）                 (S101) 

①１１：３０～１２：００ 

中尾悠利子氏（関西大学）・國部克彦氏（神戸大学） 

「コメントレターはサステナビリティ開示基準に影響したか―ISSB と SSBJ の公開

草案に対する反対意見とその反映の比較分析」 

②１２：０５～１２：３５ 英語セッション 

  Discussant：Marcus Wouters（Karlsruhe Institute of Technology） 

Hirotsugu Kitada（Hosei University） 

“What Does Circular Economy Disclosure Reveal? Persistent Waste Exposure and 

Short-Run Outcomes in U.S. Form 10-K Filings” 

第二会場 司会：平岡秀福氏（創価大学）                   (S102) 

①１１：３０～１２：００ 

下田卓治氏（旭川市立大学） 

「DX 認定が企業の財務パフォーマンスに与える影響」 

②１２：０５～１２：３5 

吉本理沙氏（愛知大学）・冨増和彦氏（愛知大学） 

「太陽光パネルリサイクルにおける成果の把握と報告－組織境界を超える報告範囲の

検討－」 

閉会挨拶      １２：４５～１２：５５                               (S102) 

 

 

■昼食に関して 

 2 日目（１０月３１日（土））の昼食につきまして、就実大学の近隣では飲食店の数が限

られております。ご希望の方には、お弁当を手配いたしますので、下記の大会参加お申し

込みの Google Forms で、１０月２１日（水）までにご希望をお知らせくださいますよう

お願いいたします。 

 なお、就実大学周辺のコンビニはファミリーマートがございます。 

 

 

■大会参加費等について 

 大会参加費・懇親会費は以下のとおりです。 

 

 正会員 学生会員 非会員 

大会参加費 2,000 円 1,000 円 2,000 円 

懇親会費 9,000 円 8,000 円 9,000 円 
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 大会および懇親会へのご参加については、下記 URL よりお申込みください。 

準備の都合上、懇親会のお申し込みは、１０月２1日（水）までに、下記 URL よりお願

いいたします。それ以降のお申し込みは承ることができません。恐れ入りますが、ご了承

くださいますよう何卒お願い申し上げます。なお、大会へのお申込みについては、フォー

ムでは１０月２９日（木）まで受け付けております。 

（  https://forms.gle/fEXHooFnebHXg8Jp7  ）  

 大会参加費・懇親会費については、当日受付にてお支払いください。 

 

 

■ネームホルダーについて 

 受付にて配布するネームホルダーに名刺を入れていただきますので、名刺をご持参くだ

さい。 

 

 

■Wi-Fi のご利用について 

就実大学で Wi-Fi を利用する場合は、eduroam をご利用いただけます。eduroam に参加

している他の教育機関や研究機関の方が本学の「eduroam-shujitsu」に接続する場合、所

属機関で発行された認証情報（認証 ID・パスワード）が必要です。eduroam の利用に関し

て、当日本学でサポートすることはできかねますので、利用方法などについては在籍され

ている機関に事前にお問い合わせください。 

なお、ご在籍の機関が eduroam に参加されていない場合、本学の Wi-Fi をご利用いただ

くことはできません。あらかじめご了承ください。 

 

 

■就実大学へのアクセス 

・ 所在地  〒703-8516  岡山県岡山市中区西川原 1-6-1 

・ 電車でのアクセス 

JR 岡山駅から山陽本線（姫路方面）または赤穂線（播州赤穂方面）で約 3 分。 

西川原駅（西川原・就実駅）下車。改札から大学キャンパスまで徒歩約 1 分です。 

 

https://forms.gle/fEXHooFnebHXg8Jp7
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■ 西川原・就実駅から S 館（学会会場）まで 

改札を出て右手に就実大学を確認できます。キャンパスの方へ進み、図書館沿いにプロム

ナードを進みまして、キャンパス内へお入りください。下の図の赤線に沿って学会会場の

S 館へ進んでください。S 館の左手より入館いただいてすぐ受付を設置しています。 

 



8 

 

■ お問い合わせについて 

日本社会関連会計学会第３９回全国大会に関するお問い合わせについては、下記までお

願いいたします。 

 

日本社会関連会計学会第３９回全国大会準備委員長 

〒703-8516 岡山県岡山市中区西川原 1-6-1 

就実大学経営学部 鈴木 新 

e-mail：suzuki@shujitsu.ac.jp 


